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大飯原発の断層（破砕帯）調査と再稼働の判断基準等に関する質問・要望書	
 

	
 

◆大飯原発の運転を停止し、警告を発してきた活断層の専門家を調査団に入れる

こと	
 

	
 

◆安全基準の骨格段階で再稼働の判断を行うような姿勢は撤回すること	
 

	
 

原子力規制委員会委員長	
 田中俊一	
 様	
 

	
 

２０１２年９月２９日	
 

	
 

	
 大飯原発の断層（破砕帯）調査については、社会的に大きな注目を集めている。９月２６日

の第２回規制委員会では、「関西電力（株）大飯発電所の敷地内破砕帯調査に係る基本的方針

について」が示され、「調査団」の選定などに関する基本的方向が島崎邦彦委員から報告され

た。活断層の調査にあたっては、調査団の専門家の選定が重要な意味をもつことになる。さら

に、活断層であることが認められれば、これまでの対審指針や「手引き」に即して、活断層の

上には重要施設はつくってはならないという大原則が順守されるべきである。 

 
	
 また、大飯原発の運転継続について、「政治的判断で再稼働されたものをすぐに止めるとい

うことにはならない」という田中俊一規制委員長の発言は、「政治からの独立」という原子力

規制委員会の基本的理念に反するものであり、到底容認することはできない。同時に、大飯原

発３・４号の運転継続に関する安全判断について、規制委員会としての見解は未だ示されてい

ない。さらに、田中俊一委員長は、安全基準の骨格ができた時点で、再稼働の判断が可能であ

るかのような発言までおこなっている。安全基準の改定を含む原子炉等規制法の施行前でも再

稼働の判断ができるとするような発言は、法律そのものを踏みにじるものである。 

	
  
このような危惧から、以下の質問と要望に明確に回答することを求める。 

 
	
 

質	
 	
 問	
 	
 事	
 	
 項	
 

	
 

１．大飯原発の断層（破砕帯）現地調査に関する「調査団」などについて	
 

（１）これまで原発の設置許可や耐震バックチェックの審査にあたった専門家は調査団には含

めないということでいいか。	
 

	
 

（２）「調査団」に参加する専門家については、日本活断層学会などの学会の推薦を受けて、

規制委員会が専門家を選定するとのことだが、選定の基準は何か。	
 

	
 	
 

（３）専門家の選定は、具体的にどこまで進んでいるのか。 
 
（４）活断層の認定については、変動地形学の専門家で「調査団」を構成すべきではないか。 
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（５）地震・津波に関する意見聴取会の委員は調査団に参加するのか。	
 

	
 

（６）大飯の断層問題に警告を発してきた東洋大学の渡辺満久さんは大飯の「調査団」に当然

入るべきと考えるがどうか。	
 

	
 

（７）現地調査では、国会議員や市民の立ち会いも認めるべきだと考えるがどうか。	
 

	
 

２．大飯３・４号の運転を止めて調査すべき	
 

（１）敦賀原発の断層現地調査では、掘削時に配管を破損するという事故が起きた。運転中に

同様のことがおこれば大事故につながる可能性もあるため、運転を止めて調査すべきでは

ないか。	
 

	
 

（２）トレンチ調査は、関電の計画では２箇所となっている。これでは不十分である。原発の

運転を止めて渡辺氏が指摘している３箇所を調査地点に加えるべきではないか。（別紙報

告書参照	
 http://www.jca.apc.org/mihama/ooi/watanabe_doc20120628.pdf）	
 
	
 

（３）大飯原発の敷地内にはＦ－６断層以外にも多くの断層が存在する。地震・津波意見聴取

会では、委員から「わざわざ破砕帯の多い場所を選んで原発を建てているようだ」との意

見もあり、Ｆ－６断層以外の敷地内断層についても調査すべきとの意見が出ていた。それ

らの調査を行う予定はあるのか。	
 	
 

	
 

３．F-6 断層が活断層と認められれば、大飯原発は運転できないはずである	
 

（１）「発電用原子炉施設の耐震安全性に関する安全審査の手引き」（以下手引き）では、Ｓ

クラスの施設は活断層の上につくってはならないことになっている。大飯原発の場合、Ｆ

－６の真上に非常用取水路が存在する。これはＳクラスの施設である。	
 

	
 	
 	
 Ｆ－６断層が活断層だと認められれば、大飯原発の運転はできないという認識でいいか。	
 

	
 

４．断層を３つに区分する保安院の考え方について	
 	
 

	
 地震・津波意見聴取会で保安院は、「原子力発電所敷地内の破砕帯の評価に当たっての検討

の考え方」を示し、断層を３つに分類する考え方を示した（①主断層、②副断層、③弱面）。

意見聴取会では２回の議論が行われただけだが、委員から疑問の声が多く出されていた。	
 

（１）この考え方は、規制委員会にも引き継がれているのか。	
 

 
（２）「弱面」について、下記ご教示いただきたい。	
 

１）12万～13万年前以降に動いていないものを「弱面」と呼ぶのか。 
２）12万～13万年前以降に動いたものであっても、断層活動以外の成因でずれているも
のを「弱面」としているのか 

 
（３）12万～13万年前以降に動いたものでああれば、「手引き」に従い「断層活動が原因であ
ることが否定できない場合には」、活断層とすべきであると考えるが、いかがか。 
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（４）９月４日の福島みずほ議員へのレクでは、小林耐震室長（当時）は、活断層だと認めら

れれば、現在の「手引き」どおり、その上に重要施設を作ってはならないと述べたが、そ

れは現在もそのとおりの認識でいいか。その場合の活断層とは、１２万～１３万年前以降

にずれが認められたものという理解でいいか。	
 

	
 

５．再稼働の判断基準と、大飯原発を動かし続けている安全性の根拠について	
 

（１）再稼働についての規制委員会の基本的方針は、下記のとおりでいいか。 
①ストレステスト結果は判断基準にしない、 
②４閣僚の判断基準は規制委員会の判断基準にしない。 
③新たな安全審査指針、防災指針、安全基準等は来年７月までに策定することになって

おり、少なくともそれまでは、停止中の原発の再稼働判断は行わない。 
	
 

（２）規制委員会の田中俊一委員長は、２６日の会見で、新しい安全基準の骨格を来年３月

までに策定し、骨格段階でも再稼働の判断を行う可能性があると述べた。これは事実上、

安全基準の改定を含む原子炉等規制法が正式に施行される前でも再稼働の判断を行うと

いうことになる。法律にも違反し、再稼働ありきのこのような姿勢は撤回すべきではな

いか。	
 

	
 	
 

（３）規制委員会は「政治からの独立」を基本的姿勢としているはずだが、田中俊一規制委員

長は、９月２２日付朝日新聞のインタビューで、大飯３・４号の再稼働について「（国が）

政治判断として福井県やおおい町と相談して決めたことなので、すぐに止めることはしな

い」と述べている。２６日の会見でも同様の趣旨を発言している。 
	
 

①規制委員会では、大飯原発３・４号の運転継続について審議したのか。 
 

②大飯３・４号は運転を続けているが、規制委員会としてこれに関する安全性の判断根

拠は何か。 
	
 

③「政治判断で決めたことなので、すぐに止めることはしない」というのは、「政治か

らの独立」を掲げる規制委員会の基本的理念に反する。田中俊一氏は、この発言をは撤

回すべきではないか。 
 
（４）大間原発の工事再開が決定されたと報道されている。 

①少なくとも、福島原発事故の教訓に立った新しい安全基準が策定され、審査がされてか

ら、大間原発の工事再開を検討すべきだと考えるが、いかがか。 
②まずは、工事再開の中止を表明するべきではないか。 

 
	
 

要	
 	
 望	
 	
 事	
 	
 項	
 

	
 

１．大飯原発の断層調査にあたっては、原発を止めて行うこと。	
 

警告を発してきた渡辺満久氏などを調査団に含めること。また、現地調査では、国会議
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員や市民の立ち会いを認めること。	
 

	
 

２．断層活動が否定できない限り活断層と認めること、活断層の上には重要施設を設置して

はならないという「手引き」の原則を堅持すること。	
 

	
 

３．安全性の判断根拠もない大飯３・４号の運転を直ちに停止すること。安全基準の骨格段

階で再稼働の判断を行うような姿勢は撤回すること。	
 

	
 

４．大間原発の工事再開については、まず、中止を表明すること。少なくとも、新しい安全

基準が策定され、それに即した十分な審査が行われてから検討されること。	
 

	
 

５．原子力規制員会の人事は、日弁連などから、原子力規制委員会設置法７条７項違反であ

ることが指摘されている。また、国会の同意を得ていない状況で、内閣による任命を行うこ

とは、法律の濫用である。①日本原子力研究開発機構や日本アイソトープ協会は原子力事業

者であり、原子力規制委員会設置法第７条第７項３号で原子力事業者の委員長・委員への就

任を禁じている規定に違反していること、②設置法の理念に反していること、③低線量被ば

くの影響を過小評価している田中俊一氏、中村佳代子氏の資質は疑問である――などの理由

により、原子力規制員会の人事は撤回すべきである。	
 

	
 

	
 

２０１２年９月２９日	
 

	
 

グリーン・アクション	
 

	
 京都市左京区田中関田町 22-75-103	
 TEL：075-701-7223	
 FAX：075-702-1952	
 

	
 

福島老朽原発を考える会（フクロウの会）	
 

東京都新宿区神楽坂 2-19	
 銀鈴会館 405	
 共同事務所 AIR	
 TEL/FAX：03-5225-7213	
 

	
 

国際環境 NGO	
 FoE	
 Japan	
 

東京都豊島区池袋 3-30-22-203	
 TEL：03-6907-7217	
 FAX：03-6907-7219	
 

	
 

美浜・大飯・高浜原発に反対する大阪の会（美浜の会）	
 

	
 大阪市北区西天満 4-3-3	
 星光ﾋﾞﾙ 3 階	
 TEL：06-6367-6580	
 FAX：06-6367-6581	
 


